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序 章 水質環境基準類型の見直しの必要性 
  

白鳥川は、昭和 48 年に河川として環境基準類型のＣ類型が指定されているが、水質の代表的指

標であるＢＯＤについて、平成８年以降継続して環境基準を満たしている。また、平成 16 年から

現在まで上位の類型であるＡ類型の環境基準も満たしており、現状の水質を維持するため、上位

の類型への見直しを行う必要がある。 

 

 

第１章  流域の状況 
 

１ 白鳥川の概要 

白鳥川は、岩手県二戸市を流れる馬淵川水系に属する馬淵川一次支川であり、二戸市と九戸

村の境に位置する白鳥の小峠に源を発する一級河川である。かつては美しい川であったとされ

るが、都市化に伴う生活排水の流入により水質汚濁が顕著なものとなった。これを受け平成５

年には、「生活排水対策重点地域」に指定するに至った。 

白鳥川は、流域面積 30.9 ㎢、延長 8.4 ㎞の馬淵川水系一級河川である。前述のとおり、かつ

ては水質汚濁が顕著なものであったが、二戸市が策定した「白鳥川生活排水対策推進計画」に

より改善が認められ、平成 28 年には指定を解除している。水質調査結果においても平成 15 年

を境としＢОＤが環境基準Ａ類型を満たし、以降は良好な水質を維持している。 

岩手県では平成 15 年に「ふるさとの森と川と海の保全及び創造に関する条例」が制定されて

おり、これに基づき、二戸市では「カシオペア連邦流域ビジョン（基本計画）」が策定されて

いる。また、学校教育指導指針により岩手県内全ての小中学校において環境教育の推進が図ら

れている。 

平成４年に二戸薬剤師会環境委員会が発足と同時に白鳥川の水生生物による水質調査を開始

した。翌年の平成５年からは地元福岡小学校科学部と協力し、一緒に水生生物による水質調査

を継続して行っている。福岡小学校 PTA、婦人会等に実際に調査に参加してもらい、現場の状

況を把握してもらう様にしている。調査結果は市の健康フェスティバル、各学校の学習発表会、

カシオペア連邦環境学習発表会等で発表され、地域に情報を発信していく活動を行うことによ

り、市民の環境保全に対する意識の高揚に取り組んでいる。 

白鳥川の流域図は図１－１に、白鳥川の現在の類型指定状況は表１－１に示すとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

【凡 例】 

 九戸村 

 

 二戸市 

 一戸町 

 

 白鳥川 

N 

図１－１ 白鳥川の流域図 

 

1：50,000 

0 0.5 1 2 km 

背景図：標準地図（国土地理院） 

岩谷橋 

（環境基準点） 
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表１－１ 白鳥川の現在の類型指定状況 

水域の名称 範   囲 水域類型 
達成

期間※ 

環境基準地点

の名称 

暫定

目標 

白鳥川 
馬淵川と白鳥川との合流

点より上流の白鳥川本流 

河川Ｃ ロ 

岩谷橋 

－ 

河川生物Ａ イ － 

※ 達成期間  イ：直ちに達成    ロ：５年以内で可及的速やかに達成 

ハ：５年を超える期間で可及的速やかに達成 

ニ：段階的に暫定目標を達成しつつ、環境基準の可及的速やかな達成に努める 
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第２章  白鳥川の利用目的 

 
１ 利用状況 

(1) 利水状況 

白鳥川は、農業用水として利用されている。 

白鳥川水域の利水状況を表２－１に示す。 

 

表２－１ 水域の利水状況 

水域の名称 上水 工水 農水 発電 その他 

白鳥川 － － ○ － ○ 

 

(2) 水産の状況 

  ア 魚介類の生息状況 

白鳥川における魚介類の生息情報は、表２－２に示すとおりである。 

白鳥川では巨石及び岩盤の露岩が認められ河床材料となっている。また、河川構造物と

して穴牛ダムがあげられるが、魚道は設置されていない。下流域における魚介類の生息状

況では、冷水性の魚介類ではヤマメ、イワナ等が、温水性のものではウグイ等が確認され

ている。 

 

表２－２ 魚介類の生息状況 

区域 

生物Ａ 
(比較的低温域を好む 

水生生物) 

その他 
(水温の適応範囲が 

広い水生生物) 

生物Ｂ 
(比較的高温域を好む 

水生生物) 

分類注)記載外 

白鳥川 

イワナ 

ヤマメ 

スナヤツメ(北方種) 

－ 

ウグイ タナゴ 

アブラハヤ 

ニホンザリガニ 

種数 3 － 1 3 

 

注）種の分類については、「水生生物の保全に係る環境基準の類型指定について(平成 18 年 6 月 30 日 環水大水

060630002 号)」別紙「主な魚介類の淡水域における水域区分の分類及び生息に関する情報について」による。 
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イ 漁業権の設定状況 
  白鳥川における内水面漁業権の設定状況は、表２－３に示すとおりである。 
 

表２－３ 内水面漁業権の設定状況（岩手県） 
漁業権免許番号 漁業権者 漁業種類 魚種 存続期間 

内共第 17 号 南部馬淵川漁業協同組合 第５種 

共同漁業 

アユ 

ヤマメ 

サクラマス 

イワナ 

ウナギ 

ウグイ 

コイ 

カジカ 

平成 25 年 9 月 1 日 

～ 

令和５年 8 月 31 日 

漁場の区域  岩手県と青森県との境界から上流の馬淵川本流及びその支流の区域（八幡平

市西根寺田及び荒木田の区域を除く。） 

  出典：岩手県規則第 88 号(昭和 47 年 11 月 28 日) 
 

ウ 魚類等放流状況 
    白鳥川では、南部馬淵川漁業協同組合によりヤマメ、イワナが放流されている。 
 
  エ 産卵場及び幼稚仔生育場 
    白鳥川において、水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。 
 

(3) 自然公園等の状況 

白鳥川は、自然公園、自然環境保全地域等に指定されていない。 
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２ 利用目的 

  各項目の利用状況を踏まえ、白鳥川の利用目的を総括的に整理すると、表２－４に示すとお

りである。 

  なお、将来の利用目的については、特段の変更計画もないことから現状に同じとした。 

 

表２－４ 白鳥川の利用目的総括表 

水域の 

名 称 

白鳥川 水域 

類型 

河川 

Ｃ 

現状水質の 

水 域 類 型 

 

 

低水流量 

（河川） 

0.5 

㎥/s 

当 該 水 域 の 利 用 目 的 

利用目的 現状 将来 利用目的 現状 将来 

(ｱ)国立・国定公園 

自然環境保全 

 （河川ＡＡ） 

－ － 

(ｸ)工業用水１級 

 （河川Ｃ） － － 

(ｲ)水道１級 

 （河川ＡＡ） 
－ － 

(ｹ)水産３級 

 （河川Ｃ） 
－ － 

(ｳ)水産１級 

（河川Ａ） 
－ － 

(ｺ)工業用水２級 

 （河川Ｄ） 
－ － 

(ｴ)水道２級 

 （河川Ａ） 
－ － 

(ｻ)農業用水 

（河川Ｄ） 
○ ○ 

(ｵ)水浴 

 （河川Ａ） 
－ － 

(ｼ)工業用水３級 

（河川Ｅ） 
－ － 

(ｶ)水産２級 

 （河川Ｂ） 
－ － 

(ｽ)環境保全 

 （河川Ｅ） 
○ ○ 

(ｷ)水道３級 

 
－ － 

(ｾ)その他の利用目的 

 
－ － 
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第３章  水質の現状及び工場・事業場の立地状況 
 
１ 水質の現状 

平成 30 年度に実施した白鳥川の水質調査結果は表３－１に示すとおりである。 

水質調査地点の位置は図１－１示すとおりである。 

ＢＯＤは、<0.5mg/L から 1.1mg/L で推移しており、Ａ類型の環境基準値（2mg/L）を満足し

ている。 

水生生物保全環境基準の全亜鉛、ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及び

その塩（ＬＡＳ）は、いずれも生物特Ａの環境基準値を満足している。 

 

表３－１ 平成 30 年度水質測定結果 

年度 
ｐＨ ＤＯ(mg/L) ＢＯＤ(mg/L)日間平均値 ＳＳ(mg/L) 

最小～最大 最小～最大 平均 最小～最大 75％ 平均 最小～最大 平均 

30 7.4～8.1 8.8～14 11 <0.5～1.1 0.7 0.7 <1～24 4 

 

年度 
大腸菌群数(MPN/l00mL) 

最小 ～ 最大 平均 

30 2,200～49,000 11,000 

 

年度 
全亜鉛(mg/L) ノニルフェノール(mg/L) ＬＡＳ(mg/L) 

最小～最大 平均 最小～最大 平均 最小～最大 平均 

30 <0.001～0.001 0.001 
<0.00006～  

 <0.00006 
<0.00006 

<0.0006～  

  0.0039 
0.0014 

 

年度 
水温(℃) 

最小～最大 平均 

30 0.2～24.5 11.2 

備考 「<」記号は、定量下限値未満を示す。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



８ 

 
２ 工場・事業場の立地状況 

白鳥川流域に所在する、水質汚濁防止法の規制対象となる排水量 50ｍ3/日以上の特定事業場

は表３－２に示すとおりである。 

 
表３－２ 流域内の特定事業場 

市町村名 区分 業種・特定施設 
排水量 排水濃度（ＢＯＤ） 

ｍ3/日 kg/ｍ3 

二戸市 
生活系 下水処理場 10,500 0.0018 

産業系 畜産食料品製造業 300 0.002 

九戸村 該当事業場なし －  － － 

一戸町 該当事業場なし － － － 
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第４章  将来の水質予測 

 
１ 現況及び将来の条件設定 

将来の水質を予測するにあたり、その予測時点を次のとおり設定した。 

① 現況   平成 30 年度（2018 年度） 

② 将来   令和７年度（2025 年度） 

 

２ 発生負荷量 

(1) 基本フレーム 

発生負荷量の積算に用いた基本フレームは、表４－１に示すとおりである。 

現況については、各種統計資料等から得られた流域３市町村のデータにより算出した。  

将来については、産業系は現況と同様とし、生活系は現況の処理形態別人口に総人口の市

町村毎の年平均伸び率を適用して推計を行った。家畜系は、牛、豚について現況値に年平均

伸び率を適用させて推計し、馬、鶏については将来の変動要因が確認されなかったことから

現況と同じとした。土地系は、将来における変動要因が確認されなかったことから、現況と

同じとした。 

 

表４－１ 基本フレーム 

汚濁源区分 単位 現況 将来 

生活系 

総人口 人 3,372 2,847 

下水処理場 人 1,512 1,277 

コミュニティプラント 人 0 0 

農業集落排水処理施設 人 0 0 

合併処理浄化槽 人 481 406 

単独処理浄化槽 人 40 34 

くみ取り 人 1,339 1,130 

自家処理 人 0 0 

下水処理場・農業集落排水施設 ｍ３/日 10,500 8,866 

畜産系 

牛 頭 31 27 

豚 頭 177 144 

馬 頭 0 0 

鶏 羽 0 0 

土地系 

総面積 ｋｍ2 3,091.5 3,091.5 

田面積 ｋｍ2 84.5 84.5 

畑面積 ｋｍ2 206.7 206.7 

山林面積 ｋｍ2 2,657.8 2,657.8 

市街地面積 ｋｍ2 133.1 133.1 

その他面積 ｋｍ2 9.4 9.4 

産業系 産業系合計 ｍ３/日 300 300 
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(2) 流域の汚濁負荷量 

白鳥川流域に係る現況（平成 30 年度(2018)）と将来（令和７年度(2025)）における汚濁負

荷量を積算した。 

汚濁負荷量の積算は、原単位法により求めた。なお、積算に用いた原単位は実測値がある

場合はその値を採用し、その他は「流域別下水道整備総合計画調査 指針と解説（平成 27 年

1 月 国土交通省水管理国土保全局下水道部）」にある数値を用いた。 

汚濁負荷量の積算結果は表４－２、汚濁負荷量の割合は図４－１のとおりである。 

白鳥川流域においては、生活系と土地系が汚濁負荷量の大部分を占めており、将来の汚濁

負荷量も、現況から大きく変わらないと予測される。 

 

表４－２ 流域の汚濁負荷量  

汚濁源区分 
ＢＯＤ（kg/日） 

現況 将来 

生活系 

合併処理浄化槽 5.25 4.43 

単独処理浄化槽 0.19 0.16 

雑排水 55.14 46.56 

自家処理 0.00 0.00 

下水処理場 

農業集落排水施設 
18.90 15.96 

小計 79.47 67.11 

家畜系 

牛 0.50 0.43 

豚 1.45 0.93 

馬 0.00 0.00 

鶏 0.00 0.00 

小計 1.95 1.37 

土地系 

田 0.71 0.71 

畑 1.74 1.74 

山林 22.38 22.38 

市街地 1.12 1.12 

その他 0.08 0.08 

小計 26.03 26.03 

産業系 工場・事業場 0.60 0.60 

合計 108.05 95.10 

図４－１　白鳥川流域の汚濁負荷量

（BOD）の割合

71%

27%

73%

24%
1% 1%

2% 1%

生活系

土地系

家畜系

産業系

将来：外側 

現況：内側 
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３ 将来の水質予測 

現況河川水質から、白鳥川の水質の将来予測計算を行った。 
将来河川水質の算定には次式を用いた。 

 
将来河川水質年平均値＝現況平均河川水質×将来流入負荷量÷現況平均流入負荷量 

    ※将来流入負荷量は、将来発生負荷量×現況平均流入率で計算する。 
 

予測結果は、表４－３に示すとおりであり、現況から大きく変わらない予測結果となった。 
 

表４－３ 将来の水質予測結果 

水域の名称 水質測定地点 項 目 

現況水質 

（mg/L） 

将来水質 

(mg/L) 
（カッコ内は変動範囲） 

白鳥川 岩谷橋 
ＢＯＤ 

（75％値） 
0.7 

0.6 

（<0.5～1.0） 
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第５章  水質環境基準の類型指定（案） 
 
１ 類型指定 

(1) 利用目的の適応性に関する項目（ＢＯＤ） 

白鳥川は、農業用水として利用されている。 

利用目的の適応性及び 2008 年から 2017 年までの 10 年間の水質から考えて、ＢＯＤは環境

基準類型の河川Ａ類型を当てはめることとするのが適当である。 

 

(2) 水生生物の生息状況の適応性に関する項目（全亜鉛等） 

白鳥川では、冷水性と温水性の魚介類が確認されており、全亜鉛等の環境基準項目はいず

れも、河川生物Ａの環境基準値を満足している。 

また、保護水面等の設定はなく、その他特別域の検討に足る情報もないため、特別域の設

定は行わず、河川生物Ａ類型を維持することが適当である。 

 
２ 達成期間 

ＢＯＤ及び水生生物に係る現状水質は河川Ａ類型及び河川生物Ａ類型の環境基準を満足して

いることから、「直ちに達成」とすることが適当である。 
 
３ 総括 

  白鳥川水域の類型を次のとおり指定することとする。 

 

  ア 変更前（現行） 

水域の名称  範   囲  水域類型  達成期間  

環境基準地点 
の   名   称 

暫定目標  

白鳥川 馬淵川と白鳥川との合流

点より上流の白鳥川本流 

河川Ｃ 
５年以内で

可及的速や

かに達成 岩谷橋 

 

－ 
 

河川生物Ａ 直ちに達成 － 

   
イ 類型指定案（変更後） 

水域の名称  範   囲  水域類型  達成期間  

環境基準地点 
の   名   称 

暫定目標  

白鳥川 馬淵川と白鳥川との合流

点より上流の白鳥川本流 

河川Ａ 直ちに達成 
岩谷橋 

 

－ 
 

河川生物Ａ 直ちに達成 － 
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